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香山光郎

生活程 (てい)度の切下げは一様に標準 (じゆん)を決めるわけにはまゐりませぬ。國民 (みん)各自非常 (ぜう)時を自覺 (かく)して、最低 (てい)限度と思 (おも)はれるところまで切下げなければならないと思 (おも)ひます。各自の聰明はちやんと心得てゐる筈 (はず)だと思ひます。（『京城日報』1941年12月9日）
